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母親の育児不安に影響を及ぼす要因について
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社会派」因子の.284（ｐ＜､01)，ＧSESの.202を占めていることから，１歳児の母親は同じよう
(p＜､05)，「育児仲間要求」の-.186（p＜０５）でなストレッサーをかかえていることがわかった。
あった。これにより，育児不安に最も大きく寄与それに比べ３歳児では「いやという拒否が強い」
しているのは育児ストレス（強度）で，次いで育に集中している他は，ほとんどの項目に分散して
児観「自立的社会派｣，セルフエフィカシー，育いるため個人差があることがうかがえる。
児ソーシャルサポート「育児仲間要求」の順であつぎに，母親は子どものどんな行動や態度に育
ることか明らかになった。児不安を感じているのかについて，育児ストレッ
サー尺度（強度）と育児不安尺度の相関を求めた。
（１）育児ストレッサーについてその結果，育児不安ともっとも相関が高かったも
重回帰分析の結果，最も寄与率が高かった育児のは「じっとせずウロウロ動き回る」「『いや』と
ストレッサー尺度について，項目毎の詳細を明らいう拒否が強い」「言うことをきかない」などが
かにした。あげられていた（Table８)。
子どもの行動や態度を表した項目において，そTable9が示すように，年齢別で比較すると１
の頻度について壜母親が「ときどきある｣，「いつも歳児で最も高い相関が認められたのは「じっとせ
ある」と回答した比率を１歳児と３歳児の年齢別ずウロウロ動き回る」と育児不安の間であり（r＝
に比較したものをTable7に示した。その結果，616)，３歳児では「言うことをきかない」の項目
１歳児での項目の上位「ひとりでパンツをぬげなであった（r-560)。これをTable7に照らし合
い」と「いやという拒否が強い」がおよそ６０％わせてみると，子どもが頻繁に行う「じっとせず
Table７年齢別の育児ストレッサー（頻度）
「ときどきある｣，「いつもある」と回答した比率
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1歳児（％） ３歳児（％）
ひとりでパンツをぬげない５９３
｢いや」という拒否が強い５８．３
大人に頼りすぎる４９．５
じっとせず，ウロウロ動き回る４９５
歯磨きを嫌がる４８．４
言うことをきかない44.0
まとわりついて離れない４２．９
偏食が強い３５．２
寝つきが悪い３１９
睡眠時間がまちまちである３０８
少食である２７．５
かんしゃくをおこす２６．４
自分で食べたがらない２３」
ぐずろとなだめにくい２２０
言葉が遅れている（２語文がでない）１９．８
かぜをひきやすい１８７
湿疹がある１４．３
下痢（または便秘）をする14.3
不安や恐れがある１３．２
友達に関心がない７．７
発音がおかしい６．６
自分で楽しく遊べない６．６
運動が遅れている４．４
｢いや」という拒否が強い５４．１
大人に頼りすぎる３９．３
言うことをきかない３９．３
偏食が強い３２．８
湿疹がある２６．３
まとわりついて離れない２６．２
自分で食べたがらない２６．２
じっとせず， ロウロ動き回る２６．２
寝つきが悪い２４．６
ぐずろとなだめにくい ２４．６ 
かんしゃくをおこす２４６
少食である２１４
睡眠時間がまちまちである２１３
歯磨きを嫌がる１４．８
不安や恐れがある１１．４
かぜをひきやすい９．８
運動が遅れている８２
下痢（または便秘）をする８．２
友達に関心がない８．２
言葉が遅れている（２語文がでない）６．５
ひとりでパンツをぬげない６．５
発音がおかしい６．５
自分で楽しく遊べない１．６
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ウロウロ動き回る」行動や「『いや』という拒否
が強い」態度に対し，母親がストレスであると強
く感じていることがわかった。ただし，1歳児に
おいて「自分で楽しく遊べない」行動が多く認め
られないにもかかわらず母親は不安に思っている
こともわかった。また，３歳児は「言うことをき
かない」行動や「『いや』という拒否が強い」態
度がより頻繁に認められ，母親もそのような行動
や態度により育児不安を感じていることがわかっ
た。
考察
Table８育児不安と育児ストレッサー（強度）の関係 本研究の目的は，育児不安に影響を及ぼす要因
として，育児ストレッサー，育児ソーシャルサポー
ト，育児観，および心理的ストレスの個人的要因
として一般性セルフエフィカシーを取り上げ，ど
の要因が深く関わっているカコの詳細を検討するも
のであった。その結果，取り上げたすべての要因
が育児不安を規定していることが明らかとなった。
特に，最も育児不安に影響を及ぼしていたのは
育児ストレッサーであった。このことは，「育児
ストレスを過程としてとらえ，母親を煩わせる子
どもの行動や態度を育児ストレッサー，それによっ
て引き起こされる母親のストレス反応を育児不安
とする」と定義した手島ら（2003）の知見と一致
するものであり，子どもの行動にどう対応してよ
いかわからないというとまどいが母親としての不
安や適性のなさなどの自信を喪失させるのではな
いかと考えられた。
育児ストレツサー（強度）全体
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Table９年齢別に比較した育児不安と育児ストレッサー（強度）
１歳児
じっとせずウロウロ動き回る
自分で楽しく遊べない
｢いや」という拒否が強い
不安や恐れがある
寝つきが悪い
友迎に関心がない
まとわりついて離れない
ぐずるとなだめにくい
言うことをきかない
ひとりでパンツがぬげない
少食である
歯磨きを嫌がる
育児不安
、316*．
、563本．
、523*＊
、497.＊
、426*＊
、388*．
、383*＊
，379*＊ 
、370事＊
、364*噸
、356*率
346*な
３歳児
言うことをきかない
じっとせずウロウロ動き回る
｢いや」という拒否が強い
大人に頼りすぎる
かんしゃくを起こす
ぐずるとなだめにくい
寝つきが悪い
まとわりついて離れない
言葉が遅れている（二語文がでない）
育児不安
560噸＊
477鉢
、465*＊
、372事．
、363*゛
、331*＊
807率
、303＊
279掌
睡眠時間がまちまちである
かんしゃくを起こす
自分で食べたがらない
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つぎに，影響を及ぼしていたのは育児観であっ
た。なかでも，育児は母親だけが行うものではな
く，さらに育児以外のことにも積極的に関わりた
いという考えであった。山本らの調査（1994）に
よれば，結婚あるいは出産まで就労していた女性
の割合は９０％を超えるという。しかしながら，
本調査における対象者の６０％以上は専業主婦で
ある（Fig.１)。つまり，仕事を続けたかったに
もかかわらず育児のためにやむなく専業主婦を選
択した場合が少ないことが考えられる。これにつ
いては，大日向（1988）が「母親の就業形態と母
親役割受容との関連性」について考察したなかで，
｢専業主婦は，育児に専念することで世の中から
遅れることや視野が狭くなる事を懸念する傾向が
あり，常勤にくらべて母親役割受容に葛藤が大き
い」と述べていることと結びつく。したがって，
社会で活躍する同輩に対し羨望感が生じることも
考えられる。自分の人生はこれでよいのかと不安
に思ったり，自分にはやり残していることがたく
さんあると焦ったりする日々への生活への不満が，
育児に対する不安として表れたものと考察される。
一方，「子どもは３歳くらいまでは母親が育て
たほうがいい｣，「子どもを育て，家庭を守るのが
女性の責任だ」という伝統的な考えを持つ母親に
は育児不安との関連性が認められなかった。この
ような考えは，伝統的な母性神話や母性信仰と称
される。大日向がその著書『母性の研究』（1988）
において，育児は必ずしも母親だけの役割ではな
いこと，また母性ではなく育児性であるとあえて
主張している。つまり，そうした母性神話の社会
通念が，母親の心理状態を圧迫することを示唆し
ている。しかし，本研究からは大日向の主張する
ような結果は認められなかったことになる。
これは，伝統的な考えをもつ者の方が専業主婦
として子育てをすることに対して適応的であり，
考え方と行動が一致していることから育児不安が
少ないと考えられる。
三番目に，育児不安に関連したＧＳＥＳの３項
目のみで行ったにもかかわらず有意な結果が得ら
れた。このことは，ストレス反応の「抑うつなら
びに不安」因子とＧＳＥＳの「失敗に対する不安」
因子に負の相関を指摘した牧野らの見解と合致す
る（2001)。育児観や育児サポートなど直接育児
にかかわる要因だけではなく，人としてなにかを
する際に，やれると思えるか，うまくいかないか
もしれないと考えるかは後々の行動に大きく影響
することが考えられ，育児のみではなく，母親の
心構えとしてセルフエフィカシーを高める対応が
必要であると考えられる。
四番目に，育児ソーシャルサポートとしての育
児仲間の存在が育児不安の緩和要因として作用し
ていることが明らかとなった。配偶者をはじめ周
囲に育児をサポートしてくれる第三者の存在は，
必要なときに育児から母親を解放してくれる。日々
の生活の中で子どもを連れて行くことができない
病院や美容院に出かける際に，気軽に預かっても
らえる人がいないということは大きなストレスと
なりうる。また，子どもの問題について気安く相
談にのってもらえる存在がいないことも同様であ
る。これらのことから，育児を手助けしてくれる
人や環境が育児不安を軽減する要因となることが
示唆される。しかし，核家族化が進む現代社会に
おいては近親者に援助を求める環境にいる母親は
少ないと思われ，さらには最も身近な存在である
配偶者もサポーターとしての役割を十分に果たし
ていないことが示唆された。
最後に，育児ストレッサーの影響が明らかになっ
た。従来，育児不安研究において，子どもの発達
段階に応じた観点から検討されたものはほとんど
ない。新生児から這うようになるまでや，歩きは
じめてからの子どもの行動などの発達の変化は急
激であり，それにともなって母親の子どもに対す
る接し方や感じ方も同様に変化する。
Ｔａｂｌｅ９に表したように，１歳児のほうが３歳
児に比べ育児不安と関連があるストレッサーが多
い。「ひとりでパンツをぬげない」や「歯磨きを
いやがる」など自立を求める項目にストレスを感
じている。また，「友達に関心がない」ことに不
安を強く感じていることがわかる。３歳児になる
と，「言うことをきかない」や「『いや」という拒
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否が強い」など反抗に関する項目にストレスが集
中している。こうした内容は子どもの健全な発達
を考えると当然であるが，子どもの言語理解や発
達段階と，母親の子どもに対する期待や要求にズ
レがあるために育児不安を強く生じさせているこ
とが考えられる。
したがって，子どもの発達段階を理解していれ
ば，かなり育児不安を軽減できる可能性が高いも
のと思われる。この場合，子どもの性格や行動傾
向には個人差があるのは当然であり，偏った情報
に惑わされないことも重要となる。今後，母親に
子どもの発達が理解できるような，できれば，子
どもの発達を楽しむことができるような支援を具
体的に考えるべきであろう。
本研究は，母親の育児不安の原因を考えるため
に，個人的な認知的側面に焦点を当て，子どもの
行動へのストレス，育児観，ソーシャルサポート，
セルフエフィカシーの４つの要因にしぼって検討
した。その結果，すべての変数が母親の育児不安
に影響を及ぼしていることが明らかになった。た
だし，各変数間の互いの影響の及ぼしあい方や，
時系列的な影響度の違いについては検討していな
いため，今後詳細に検討すべきであろう。また，
育児支援の方法として，各変数それぞれに対応す
るすべを考えていくことも必要であろうが，その
中でも根幹となる要因を深くとりあげて，まずそ
の点から対応していくことも考える必要があるよ
うに思われる。
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《Summary》
文学部紀要第５１号
FactorsAffectingMaternalAnxietyConcerningChild-rearing 
ＹａｙｏｉＷａｔａｎａｂｅａｎｄＭｕｔｓｕｋｏｌｓｈｉｉ 
Ｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｓｔｕｄｙｉｓｔｏｉｎｖｅｓtigatefactorsaffectingmaternalanxietyconcerning 
child-rearingThesedaysmostmothersseemtosufferfromchild-rearingandchild-carerelated 
stresses、Ｉｔｉｓｉｍｐｏｒｔａｎｔｔｏｄｅｔｅｒｍｉｎｅｔｈｅｆａｃtorscausinganxietyinrearingchildreninorderto
supportmotherswithsuchaproblemSubjectswerel20motherswhohavehadastandardized 
babycheck-upforoneyearandsixmonthsandthree-year‐oldbabiesselectedrandomlyata D 
publichealthcenter・Theyweregivenquestionnairesincludingquestionsaboutchild-care
stresses,viewsofchild-care,socialsupportandself-efficacy・Regressionanalysisshowedthat
maternalanxietywasaffectedbychildcarestresses,viewsofchild-care,andself-efficacysucces‐ 
sively・Thechildcarestressesweredifferentbetweenone-yearand‐six-monthandthree‐year‐
ｏｌｄchildren，Ｍｏｔｈｅｒｓｗｈｏｗａｎｔｔｏｓｅｅｋｓｅｌf-fulfillmentbesideschild-caretendedtofeelmore 
maternalanxietｙｔｈａｎｔｈｏｓｅｗｈｏｔｈｉｎｋｔｈａｔｍｏｔｈｅｒｓｓhoulddevotethemselvestobringuptheir 
childrenMotherswithlowerself-efficacyalsofelthighermaternalanxiety・Moreover,mothers
havingthree-years‐ｏｌｄchildren，ｗｈｏｗａｎｔｔｏｆｉｎｄｐｅｅrwithsamesituationaboutchild-care， 
showedhighermaternalanxiety、Fromtheseresults,webelievethatitisnecessarytoencourage
mothersfeelconfidentandtofostertheirproblem-solvmgabilitiesandstressmanagementskiUs． 
Keywords:maternalanxiety,ｖｉｅｗｓｏｆｃｈｉｌｄｃａｒｅ,child-carestress,self-efficacy,socialsupport 
Hosei University Repository
